
困ったきの知恵袋

図面に「 20.32W36 」と「26W36」と指示された、めねじ加工がある

部品の見積依頼を受けました。

客先より、これは「光学機器」の部品になると聞きましたが、

どのような規格のねじなのでしょうか？

特殊なウイットねじ規格になるのでしょうか？

加工するには、どのような工具を利用すれば良いのか分からず困っています。

【相談】

YES-123

顕微鏡対物レンズねじの基準山形

【回答】
このねじは、JIS B 7141の 「顕微鏡-対物ねじ」の中に規定されている

ねじ規格です。「20.32W36 」も「26W36」もどちらもウイットねじですが、

「20.32W36 」は「RMS形」、「26W36」は「W26形」に分類されています。

これらのねじも交換頻度が多くなるとめねじも痛むことが多く、さらい用の

タップのご要求があります。

よって YAMAWAでは「顕微鏡対物レンズ用ハンドタップ（HT MST）」として

「20.32W36」「26W36」を標準化し、メーカー在庫として揃えています。

【説明】

顕微鏡対物ねじは、左の写真にあるような

顕微鏡のレボルバの部分に使用されています。

一般的には、「RMS形 20.32W36」の

ねじが多く利用されています。

また、顕微鏡-対物ねじ規格には、メートルねじ山の

「M25形(M25x0.75)」「M27形(M27x0.75)」

「M32(M32x0.75)」も有ります。

顕微鏡-対物ねじ「RMS形 20.32W36、W26形
26W36」 めねじ規格

レボルバ

単位：mm

「RMS形 20.32W36、26W36」用のタップは、食付き：５山 食付き：１．５山

の２種類が標準化されていますので、YAMAWAのホームページ
電子版総合カタログをご参照願います。

「M25形(M25x0.75)」「M27形(M27x0.75)」「M32形(M32x0.75)」のタップは、

標準品「HT」で対応可能です。（カタログページ④-14・15参照）

顕微鏡対物レンズ用ねじ

種類 呼び 谷の径 有効径 内径

RMS形 20.32W36 20.320 19.868 19.416

W26形 26 W 36 26.000 25.548 25.096

クリック👉商品リーフレット

HT MST 20.32W36 26W36

https://www.yamawa.com/jp/download/leaflet.html?itemid=218&dispmid=653

